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セキュリティ＆パーティション機能付
USB 2.0 フラッシュメモリ
MF-WU2xxxシリーズ
インストールマニュアル

■はじめに
このたびは、セキュリティ＆パーティション機能付USB2.0 フラッシュメモ
リMF-WU2xxx シリーズをお買い上げいただきありがとうございます。
本製品は、パソコンのUSBポートに接続してデータを読み書きするフラッ
シュメモリです。また、パスワードを設定してデータを保護したり、メモリ
容量を分割して2個のリムーバブルディスクとして使用することもできます。
本インストールマニュアルは、本製品のセットアップについて説明していま
す。ご使用になる前に本インストールマニュアルをよくお読みになり、正し
くセットアップをおこなってください。

■安全にご使用いただくために
● 本製品の取り付け、取りはずしのときには、必ずコンピュータの本体およ
び周辺機器メーカーの注意事項に従ってください。

● 本製品の分解、改造、修理をご自分でおこなわないでください。
 火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となり
ます。

● 本製品および本製品を取り付けたコンピュータ本体を、水を使う場所や湿
気の多いところで使用しないでください。

 火災や感電、故障の原因になります。
● 本製品の取り付け、取りはずしのときには、本製品に触れる前に金属製の
もの（スチールデスク、ドアのノブなど）に手を触れて、静電気を除去して
から作業をおこなってください。

 静電気は本製品の破損の原因になります。
● 異常を感じた場合はすぐに使用を中止し、お買い上げの販売店、もしくは
当社総合インフォメーションセンターにご相談ください。

■ご使用にあたって
● 本製品に保存されているソフトウェア「USB Flash Disk Utility」につい
て、消去、破損について当社は一切の保証をいたしません。誤って削除す
るとセキュリティ機能およびパーティション機能が使用できなくなります
ので、注意してください。

● 本製品の取り付け、取りはずしのときには、必ずコンピュータの本体およ
び周辺機器メーカーの注意事項に従ってください。

● 本製品を接続した状態でパソコンを起動した場合、前回異常終了がなくて
もスキャンディスクが自動的に行われる場合があります。

● 本製品を接続した状態でパソコンを起動した場合、これまでに接続したこ
とのあるデバイスであっても新たにデバイスを認識する表示が出ることが
あります。

● 本製品を接続してから認識されるまでに約１分ほど時間がかかる場合があ
ります。パソコンの再操作が可能になるまでお待ちください。

● 本製品は著作権保護機能には対応しておりません。
● 本製品の挿抜の前には、タスクトレイ上で、「ハードウェアの安全な取り外
し」を行ってください。ファイルが消失してしまう恐れがあります。

● 消失･破損したデータに関しては、当社は一切の責任を負いかねます。
● 本製品は、正しい向きでまっすぐ抜き差ししてください。
● スタンバイ･休止機能には対応しておりません。
● 本製品を湿気やホコリの多いところで使用しないでください。
● 本製品に強い衝撃を与えないでください。
● お手入れの際には乾いたやわらかい布で軽く拭いてください。ベンジン、
シンナー、アルコールなどは使用しないでください。

■ご購入時の状態について
● 本製品は通常そのままでお使いいただけますので、1つのリムーバブルディ
スクとしてお使いになる場合はフォーマット（初期化）をおこなう必要はあ
りません。また、ご購入時はパスワードは設定されていません。

● ご購入時には、ソフトウェア「USB Flash Disk Utility」（UsbFlashDiskUtility.
exe）が保存されています。

 ● 一度本製品内からデータを削除すると、復元することはできません。
 ● セキュリティ＆パーティション機能を使用するときは、本製品に保存

されている「UsbFlashDiskUtility.exe」を必ずパソコンのフォルダに
コピーしてください。「USB Flash Disk Utility」のセキュリティ＆パー
ティション機能を実行すると、フラッシュメモリのフォーマットによっ
て、フラッシュメモリの「UsbFlashDiskUtility.exe」が消去されます。

  詳細は、「USB Flash Disk Utility をバックアップする」（裏面）以降
をお読みください。

ご使用の前に

セキュリティ機能について
本製品には、パスワードを設定してデータを保護するセキュリティ機能が装備
されています。
万一、本製品を紛失したり、盗まれたりしたときにも、第3者から大事な情報を
守ることができますので、持ち運ぶことが多い本製品でも安心して使用できます。

 パスワードは絶対に忘れないように管理してください。正しいパス
ワードを入れることができないことによる、内容確認が不可能にな
る事態、その他に対して、当社は一切の責任を負いません。また、
一切の保証をいたしません。

パーティション機能について
データを読み書きするためのフラッシュメモリのメモリ容量を2つに分割す
るパーティション機能が装備されています。
本製品を2つのリムーバブルディスクとして使用できるようになります。

パーティション機能で
分割フラッシュメモリ フラッシュメモリ

パソコンと接続する

WindowsXPで使用する

■パソコンに接続する

キャップ

付属のワイヤーチェーン
を取り付けできます。

 本製品のキャップを取りはずします。

 パソコンのUSBポートに接続します。

USBポートの上下方向に注意して接続し
てください。自動的に本製品の認識が開始
されます。認識の完了後に使用できます。
2回目以降は挿入するだけで使用できます。

 USB ポートに直接接続できない場合は、
付属の延長ケーブルを使用して接続して
ください。

 お使いのパソコンがUSB2.0 に対応していない場合
 ● サービスパック 1以前の

ときは「高速ではないUSB
ハブに接続している高速
USBデバイス」のメッセー
ジが表示されます。

 ● サービスパック 2のときは「さ
らに高速で実行できるデバイス」
のメッセージが表示されます。

　  
 これは、本製品はUSB2.0に対応していますが、接続したUSBポート

がUSB2.0 に対応していないために表示されるメッセージです。この
場合、本製品はUSB2.0ではなく1.1の速度で動作します。
 タスクトレイにインストール完了
のメッセージが表示され、自動的
に認識されます。これで本製品と
パソコンの接続は完了しました。
 セキュリティ＆パーティション機能を使用するときは、本製品に保存
されている「UsbFlashDiskUtility.exe」を必ずパソコンのフォルダに
コピーしてください。「USB Flash Disk Utility」のセキュリティ＆パー
ティション機能を実行すると、フラッシュメモリのフォーマットによっ
て、フラッシュメモリの「UsbFlashDiskUtility.exe」が消去されます。

  詳細は、「USB Flash Disk Utility をバックアップする」（裏面）以降
をお読みください。

■取りはずすには
パソコンの電源が入った状態での本製品の取り出し時、スタンバイや休止状
態に移行する前は、次の手順で本製品を取りはずしてください。
 本製品を読み書きしている状態で、本製品をパソコンから取りはずさな
いでください。本製品の故障や、ファイルの破損・消失の原因となります。

 本製品を読み書きしていないことを確認します。

 タスクトレイにある アイコンを左クリックします。

 表示されたメッセージをクリックします。

 本製品以外に他のUSB機器やPCカードを使用している場合は、両方
の名前が表示されます。この場合は本製品のメッセージ（USB 大容量記
憶装置デバイス）をクリックしてください。
 右のメッセージを確認後、本製
品をパソコンのUSBポートから
取りはずします。

WindowsMeで使用する
■パソコンに接続する

キャップ

付属のワイヤーチェーン
を取り付けできます。

 本製品のキャップを取りはずします。

 パソコンのUSBポートに接続します。

USBポートの上下方向に注意して接続し
てください。自動的に本製品の認識が開始
されます。認識の完了後に使用できます。
2回目以降は挿入するだけで使用できます。

 USB ポートに直接接続できない場合は、
付属の延長ケーブルを使用して接続して
ください。

 ダイアログボックスに「新しいハードウェアに必要なソフトウェアをイ
ンストールしています。」とメッセージが表示され、自動的に認識されま
す。これで本製品とパソコンの接続は完了しました。
 セキュリティ＆パーティション機能を使用するときは、本製品に保存
されている「UsbFlashDiskUtility.exe」を必ずパソコンのフォルダに
コピーしてください。「USB Flash Disk Utility」のセキュリティ＆パー
ティション機能を実行すると、フラッシュメモリのフォーマットによっ
て、フラッシュメモリの「UsbFlashDiskUtility.exe」が消去されます。

  詳細は、「USB Flash Disk Utility をバックアップする」（裏面）以降
をお読みください。

■取りはずすには
パソコンの電源が入った状態での本製品の取り出し時、スタンバイや休止状
態に移行する前は、次の手順で本製品を取りはずしてください。
 本製品を読み書きしている状態で、本製品をパソコンから取りはずさ
ないでください。本製品の故障や、ファイルの破損・消失の原因とな
ります。
 本製品を読み書きしていないことを確認します。

 タスクトレイにある アイコンを左クリックします。

 表示されたメッセージをクリッ
クします。
 本製品以外に他のUSB機器やPCカードを使用している場合は、両方
の名前が表示されます。この場合は本製品のメッセージ（USBディスク）
をクリックしてください。

 ボタンをクリックします。

 本製品をパソコンのUSBポートから
取りはずします。

Windows2000で使用する
■Windows2000のバージョンの確認
Windows2000で本製品をお使いになる場合は、Windows 2000のバー
ジョンがサービスパック3以降である必要があります。
次の手順でWindows2000のバージョンを確認します。
 [ スタート ]メニューから、「設定」→「コン
トロールパネル」の順に選択します。
コントロールパネルが表示されます。

 「システム」アイコンをダブルクリック
します。
システムのプロパティが表示されます。

バージョンを確認します。

 Windows2000のバージョンを確認し
ます。
サービスパック3以降である必要があります。
サービスパック1や2の場合は、Windows 
Updateを使用して、Windows2000
を最新のバージョンにバージョンアップ
してください。バージョンアップの手順
については、お使いのパソコンの取扱説
明書やパソコンメーカーまでお問い合わ
せください。

■パソコンに接続する

キャップ

付属のワイヤーチェーン
を取り付けできます。

 本製品のキャップを取りはずします。

 パソコンのUSBポートに接続します。

USBポートの上下方向に注意して接続し
てください。自動的に本製品の認識が開始
されます。認識の完了後に使用できます。
2回目以降は挿入するだけで使用できます。

 USB ポートに直接接続できない場合は、
付属の延長ケーブルを使用して接続して
ください。

 ダイアログボックスに「新しいハードウェアが見つかりました。」とメッ
セージが表示され、自動的に認識されます。これで本製品とパソコンの
接続は完了しました。

 セキュリティ＆パーティション機能を使用するときは、本製品に保存
されている「UsbFlashDiskUtility.exe」を必ずパソコンのフォルダに
コピーしてください。「USB Flash Disk Utility」のセキュリティ＆パー
ティション機能を実行すると、フラッシュメモリのフォーマットによっ
て、フラッシュメモリの「UsbFlashDiskUtility.exe」が消去されます。

  詳細は、「USB Flash Disk Utility をバックアップする」（裏面）以降
をお読みください。

■取りはずすには
パソコンの電源が入った状態での本製品の取り出し時、スタンバイや休止状
態に移行する前は、次の手順で本製品を取りはずしてください。
 本製品を読み書きしている状態で、本製品をパソコンから取りはずさ
ないでください。本製品の故障や、ファイルの破損・消失の原因とな
ります。
 本製品を読み書きしていないことを確認します。

 タスクトレイにある アイコンを左クリックします。

 表示されたメッセージをクリックします

 本製品以外に他のUSB機器やPCカードを使用している場合は、両方
の名前が表示されます。この場合は本製品のメッセージ（USB 大容量記
憶装置デバイス）をクリックしてください。
 ボタンをクリックし
ます。

 本製品をパソコンのUSBポートから取りはずします。
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USB Flash Disk Utility を使用する

USB Flash Disk Utility をインストールする
パーティション＆セキュリティ機能を使用するときは、本製品に保存されて
いる「USB Flash Disk Utility」をインストールして利用します。

■USB Flash Disk Utility をバックアップする
フラッシュメモリのフォーマットによって、フラッシュメモリの
「UsbFlashDiskUtility.exe」が消去されます。
次の方法で、必ず本製品に保存されている「UsbFlashDiskUtility.exe」をパ
ソコンのフォルダにコピーしてください。
 マイコンピュータなどからパソコンに挿入した接続した本製品にアクセ
スします。
例えば、パソコンの最後のドライブがEの場合、本製品は「USB DISK
（F:）」と表示されます。

 本製品内の「UsbFlashDiskUtility.exe」をパソコンのフォルダにコピー
します。
下記の例では、パソコンに新しいフォルダ「Utility」を作成して
「UsbFlashDiskUtility.exe」をコピーしています。

コピー

（フォルダ）

■USB Flash Disk Utility をインストールする

 パソコンのフォルダにコピーした「UsbFlashDiskUtility.exe」をダブル
クリックします。
インストール画面が表示されます。
 「UsbFlashDiskUtility.exe」を実行すると、複数のファイルが作成さ
れます。必ずフォルダ内で実行し、必要なファイルが紛失しないよう
に注意してください。
 ［次へ］をクリックします。

 ［次へ］をクリックします。

［参照］をクリックすると、イン
ストール先のフォルダを変更で
きます。

 ［完了］をクリックします。

これでインストールは完了です。

USB Flash Disk Utility を起動する
「USB Flash Disk Utility」を起動する前に、「USB Flash Disk Utility をバッ
クアップする」をお読みになり、「UsbFlashDiskUtility.exe」をパソコンのフォ
ルダにコピーしておいてください。

 ● Windows XP、Windows 2000では管理者（Administrator）権限で
ご使用ください。（USBフラッシュとしては使用可能です。）

 ● セキュリティ＆パーティション機能を使用する場合は、本製品を同時
に複数台使用することはできません。

 本製品をパソコンに接続します。

 デスクトップに作成された  アイコンをダブルクリックします。
「USB Flash Disk Utility」が起動
し、メイン画面が表示されます。

［スタート］メニューから「すべて
のプログラム（プログラム）」－
「USB Flash Disk Util ity」－
「USBDiskUtility」の順にクリック
しても、起動できます。

メモリ容量を分割する

 スタンバイ・休止状態には対応しません。
　　 本製品は、スタンバイや休止状態からの復帰で正しく動作しな

い場合があります。
 パソコンのマニュアルなどを参照して、スタンバイや休止状態

の設定を解除して使用してください。もし、本製品を使用中に
スタンバイや休止状態になってしまった場合は、復帰後に本製
品を一旦抜いて、再度挿しなおしてください。

● ご購入時はメモリ容量は分割されていません。リムーバブルディスク
は1つです。

 ● ご購入時はパスワードは設定されていません。

 パーティション＆セキュリティ機能を設定するときに、フラッシュメモ
リがフォーマットされ、データが消去されます。

 「UsbFlashDiskUtility.exe」、および書き込んだデータはパソコンのデ
スクトップやフォルダにバックアップしておいてください。

 詳細は、「USB Flash Disk Utility をバックアップする」をお読みくだ
さい。

パーティション＆セキュリティ機能を使って、フラッシュメモリのメモリ容
量を2つに分割できます。分割した一方のリムーバブルディスクはセキュリ
ティ付になります。

次の例では、パソコンの最後のドライブをEとしています。その場合、「Public 
Disk」が「USB DISK（F:）」（セキュリティなし）、「Security Disk」および
「Utility Area」が「リムーバブルディスク（G:）」（セキュリティ付）となります。

Public Diskご購入時

分割後
Security DiskPublic Disk Utility Area

が作成
されます。

（セキュリティなし） （セキュリティ付）

■メモリ容量を分割する

 「USB Flash Disk Utility」を起動し、［Partition］タブをクリックします。

 「Security Disk Size」にあるツマ
ミをドラッグし、「Security Disk」
のメモリ容量を調整します。
 ● 「Security Disk」を最大に設定する
と、セキュリティなしのリムーバブ
ルディスク（Public Disk）が数MB
作成されますが、実際の使用可能容
量は0MBとなり、使用できません。

 ● 「Security Disk」は、最小0MBのメ
モリ容量になります。
 ［Partition］をクリックします。

 パスワードが設定されている場合は、パ
スワード入力画面が表示されます。パス
ワードを入力し、［Partition］をクリッ
クしてください。
 右の画面が表示されるので、［Partition］
をクリックします。

 右の画面が表示されるので、［OK］をクリックします。
セキュリティ付となしの2つのリムーバブルディスク
が作成されます。
 セキュリティ付リムーバブルディスクのパスワードが
「0000」に設定されます。

 このままのパスワードを使用すると解除される恐れがありますので、
必ずパスワードを変更してください。詳細は、「パスワードを変更する」
を参照してください。

 ● 「USB Flash Disk Utility」を起動したときは、タスクトレイに  アイ
コンが表示されます。

 ● 

 
アイコンを右クリックして、次の操作ができます。

 ●About ： 「USB Flash Disk Utility」のバージョンを表示します。
 ●Open ： 「USB Flash Disk Utility」を表示します。
 ●Exit ： 「USB Flash Disk Utility」を終了します。

 「Password」にパスワードを入力
し、［Login］をクリックします。

 「Hint」を設定している場合は、
［Password Hint］をクリックする
と、ヒントが表示されます。

 右の画面が表示されるので、［OK］をクリックします。

これでデータの読み書きができるようになりました。

■ロックしてデータを読み書き禁止にする
ロックを解除したセキュリティ付リムーバブルディスクを再度アクセス禁止
にする場合は、次の手順でロックします。

 タスクトレイの 
 
アイコンを右クリックして、［Open］を

クリックします。

 ［Logout］をクリックします。

 右の画面が表示されるので、［OK］をクリックします。

これでデータの読み書きが禁止になりました。

仕様とユーザーサポート

仕様

対応OS Windows Me, 2000（SP3以降）, XP インターフェイス USB

同梱物

インストールマニュアル 1枚 外形寸法 約Φ19×L59 (mm)
保証書 1枚 重量 約30g
ワイヤーチェーン 1本 最大転送速度 480Mbps（理論値）
延長ケーブル（約20cm） 1本

ユーザーサポートと製品の保証

【 商品に関するお問合せは 】
エレコム総合インフォメーションセンター

TEL：0570-084-465
FAX：0570-050-012

[ 受付時間 ]　9:00～ 12:00　13:00～ 18:00
年中無休

 本製品をいったんパソコンから取りはずします。
次回パソコンに接続したときから、メモリ容量が分割された2つのリ
ムーバブルディスクを使用できます。
セキュリティ付リムーバブルディスクのドライブ
内 に「USBDiskUtility.exe」が 作 成 さ れ ま す。 こ の
「USBDiskUtility.exe」を使用して、パスワードのロック
/ロック解除、変更ができます。

■パスワードを変更する
メモリ容量を分割した後は、パスワードが「0000」に設定されます。このま
ま使用すると解除される恐れがありますので、次の手順で必ずパスワードを
変更してください。

 マイコンピュータなどからパソコンに挿入した接続した本製品のセキュ
リティ付リムーバブルディスクにアクセスします。
例えば、パソコンの最後のドライブがEの場合、「リムーバブルディスク（G:）」
となります。
 本製品内の「USBDiskUtility.exe」をダブルクリックします。
「USB Flash Disk Utility」が起動し、［Login/Logout］タブが表示されます。

 ［Password］タブをクリックします。

①

②

④

③

 右の画面が表示されるので、各項目
を入力して、［Change Password］
をクリックします。
①Old Password
現在のパスワードを半角英数字
11文字以内で入力します。

②New Password
新しい任意のパスワードを半角
英数字11文字以内で入力します。

③Confirm Password
②で入力したパスワードを再度
入力します。

④Password Hint
パスワードを忘れたときに、思い出す手がかりになるようなヒントを
半角英数字16文字以内で入力します。

 解除される恐れがあるような、簡単なパスワードや分かりやすいヒン
トを設定しないように注意してください。
 右の画面が表示されるので、［OK］をクリックします。

これでパスワードが変更されました。

データを読み書きする
■ロックを解除してデータを読み書きする
セキュリティ付リムーバブルディスクにアクセスする場合は、次の手順でロッ
クを解除します。

 セキュリティ付リムーバブルディスクがロックされているときは「Utility 
Area」が表示され、ロックを解除すると「Security Disk」が表示されます。

次の例では、パソコンの最後のドライブをEとしています。その場合、「Public 
Disk」が「USB DISK（F:）」（セキュリティなし）、「Security Disk」および
「Utility Area」が「リムーバブルディスク（G:）」（セキュリティ付）となります。
本製品をパソコンに接続すると、

（表示されます） （表示されません）

Security DiskPublic Disk Utility Area

（セキュリティなし） （セキュリティ付）

（表示されます） （表示されます） （表示されません）

（表示されます）

Security DiskPublic Disk Utility Area

（セキュリティなし） （セキュリティ付）

をダブルクリック

このとき「Utility Area」
にデータを読き込んでも、
ロックを解除すると読み
書きできなくなります。

パスワードを入力して、ロックを解除

 マイコンピュータなどからパソコンに挿入した接続した本製品のセキュ
リティ付リムーバブルディスクにアクセスします。
例えば、パソコンの最後のドライブがEの場合、「リムーバブルディスク（G:）」
となります。

 本製品内の「USBDiskUtility.exe」をダブルクリックします。
「USB Flash Disk Utility」が起動し、［Login/Logout］タブが表示され
ます。
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・ 本インストールマニュアルの著作権は、エレコム株式会社が保有しています。
・ 本インストールマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製 /転載す
ることを禁止させていただきます。

・ 本インストールマニュアルの内容に関しては、万全を期しておりますが、
万一ご不審な点がございましたら、販売店までご連絡願います。

・ 本製品の仕様および外観は、製品の改良のため予告なしに変更する場合が
あります。

・ 実行した結果の影響につきましては、上記の理由にかかわらず責任を負い
かねますのでご了承ください。

・ 本製品のうち、戦略物資または役務に該当するものの輸出にあたっては、
外為法に基づく輸出または役務取引許可が必要です。

・ Windowsは米国Microsoft の登録商標です。
・ その他の会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。
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